
 

堺市報道提供資料 

令和 7 年 1 月 16 日提供 

 
株式会社サカイ引越センターと 

災害時の給水活動支援に関する協定を締結しました 
 

堺市上下水道局では、今後想定される南海トラフ地震や上町断層帯地震等の大規模地震等の発生時において、

災害拠点病院等における人命救助活動を支援するため、発災直後の給水車運用の人員を確保し応急給水体制を

強化することを目的に、株式会社サカイ引越センター（本社：堺市堺区石津北町 56 代表取締役社長：田島 

哲康）と災害時の給水活動支援に関する協定を締結しました。 

 

1 締結日 

令和 7 年 1 月 16 日（木）午前 9 時 30 分～午前 10 時 

 

2 場所 

堺市上下水道局 本庁舎 5 階 災害対策会議室 A・B 

（堺市北区百舌鳥梅北町 1 丁 39 番地 2） 

 

3 出席者 

株式会社サカイ引越センター 専務取締役 山野 幹夫 

堺市 上下水道事業管理者      森   功一  

 

4 協定の主な内容 

（1）上下水道局が所有する給水車の運転業務 

（2）給水車の運転時における給水活動の補助業務 

 

5 森 上下水道事業管理者のコメント 

株式会社サカイ引越センター様との間で災害発生時における給水車の運転等に関する協定を締結することで発災

直後に給水車運用の人員を確保し、救命活動に必要な応急給水を実施する体制を強化することができます。 

既に、本市と株式会社サカイ引越センターは、災害時の物資輸送等に関する協定を締結しており、能登半島地震

の際にも、堺市から救援物資を輸送いただくなどご協力をいただいています。 

今後予想される、南海トラフ地震や上町断層帯地震等の大規模地震発生時の救命活動に安全な水の確保は

不可欠です。協定締結により、確実な給水活動を行えると考えます。 

 

6 山野 専務取締役のコメント 

  サカイ引越センターは、堺市で創業し 54 年目になり、全国に 215 支社、関西でも約 40 支社ございます。 

社是の一節には「地域社会に貢献」とあり、今回の協定は、創業者の教えの実践としてとても誉に感じております。 

我々が培ってきた技術やネットワークで少しでも皆様のお役に立てるよう、本日からさらに協力し準備することで、いざ

という時には迅速に役立てるよう、今後も取り組みを進めて参ります。 

上下水道局が所有する給水車 



 

7 協定締結の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左からまごころパンダ（株式会社サカイ引越センター公式キャラクター）、山野専務取締役、 

森上下水道事業管理者、すいちゃん（堺市上下水道局マスコットキャラクター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
い
合
わ
せ
先 

担 当 課：上下水道局 サービス推進部 給排水設備課 

電 話：072-250-8945 

フ ァ ッ ク ス：072-250-9164 

 

 



 

災害時における給水車の運転等に関する協定 

 

堺市（以下「甲」という。）と株式会社サカイ引越センター（以下「乙」という。）は、

堺市域及びその周辺において大規模地震等が発生し、又は発生するおそれがある場合（以

下「災害時」という。）の給水車の運転等に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、堺市域及びその周辺における災害時に、甲の要請に基づき乙が行う災

害拠点病院等への応急給水活動のための給水車の運転業務等について基本的な事項を定

めることを目的とする。 

 

（災害時の支援協力内容） 

第２条 災害時における乙の協力内容は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 甲が所有する給水車の運転業務 

(2) 給水車の運転時における給水活動の補助業務 

(3) その他甲乙間で協議し、必要とされた業務 

 

（支援協力の要請、及び業務の実施） 

第３条 甲は乙に対して支援内容を明らかにした書面で給水車の運転等の要請を行う。た

だし、緊急時等で書面により難いときは、口頭等で行うことができるものとし、この場合

は事後において書面を提出する。 

２ 乙は、前項の要請を受けたときは、速やかに運転業務等を行うものとする。なお、給 

 水車には甲の職員が同乗する。 

３ 甲及び乙は、第１項の規定による要請を円滑に行うため、毎年度当初において、連絡体

制表を作成するものとし、変更が生じた場合には、その都度報告しなければならない。 

 

（費用の負担） 

第４条 前条の規定に基づき甲が乙に対し要請した業務にかかる費用は甲の負担とする。 

２ 前項の費用は、復旧支援終了後、乙が提出する報告書等に基づき、甲が支援業務を要請

した時点を基準として、甲乙協議の上、決定するものとする。 

 

（損害の負担） 

第５条 本協定に基づき、乙が行う業務において、業務中に発生した事故による損害（乙が

運転する車両への損害及び第三者の身体・財産に対する損害）の賠償については、甲が別

途委託契約を締結している自動車損害共済委託の範囲において、甲が責任を負う。 



（平時における協力） 

第６条 甲及び乙は、第３条に規定する災害時の協力業務だけではなく、平時においても甲

乙間に連携を密にするものとする。 

２ 前項に規定する連携の詳細は別途甲乙協議の上定める。 

 

（細目協定） 

第７条 この協定に規定するもののほか、この協定の施行に関し必要な事項について、甲乙

間で別に細目協定を締結することができる。 

 

（協議） 

第８条 この協定について疑義が生じた事項又はこの協定に定めのない事項については、

必要に応じて甲乙協議して定めるものとする。 

 

（有効期間） 

第９条 本協定の有効期間は、本協定締結の日から令和７年３月３１日までとする。ただし、

期間満了の３０日前までに、甲乙のいずれかから本協定を終了させる意思表示をしない

ときは、期間満了の日の翌日から起算して１年間本協定を更新するものとし、以後もまた

同様とする。 

 

この協定を証するため、この協定書を２通作成し、甲乙記名押印の上、各自その１通を 

保有するものとする。 

 

令和７年１月１６日          

 

甲 堺市北区百舌鳥梅北町１丁３９番地２ 

                   堺市 

                   堺市上下水道事業管理者 森  功 一 

 

 

 

                 乙 堺市堺区石津北町５６番地 

                   株式会社サカイ引越センター 

                   代表取締役社長 田 島  哲 康 

 

 

 


